
子どもや保護者のこんなサインを
見落としていませんか？
子どもについて
・いつも子どもの泣き叫ぶ声や保護者の怒鳴り声
　がする　・不自然な傷や打撲のあとがある
・衣類やからだがいつも汚れている
・落ち着きがなく乱暴である　・表情が乏しい、
　活気がない
・夜遅くまで一人で遊んでいる

保護者について
・地域などと交流が少なく孤立している
・小さい子どもを家においたまま外出している
・子どもの養育に関して拒否的、無関心である
・子どものけがについて不自然な説明をする

乳幼児揺さぶられ症候群
赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんがなにをやっても泣き止まないと、イ
ライラしてしまうことは誰にでも起こり得ます。
しかし、泣きやまないからといって、激しく揺さ
ぶらないでください。赤ちゃんや小さな子どもが
激しく揺さぶられると、見た目にはわかりにくい
ですが、頭（脳や網膜）に損傷を受け、重い障害
が残ったり、命を落とすこともあります。どうし
ても泣きやまない時は、赤ちゃんを安全な所に寝
かせて、その場を少しの間でも離れ、まず自分を
リラックスさせましょう。

児童相談所や福祉課までご連絡ください

お問い合わせ：福祉課　☎９６６－１２０７

虐待を受けたと思われる子どもがいたら。 ご自身が出産や子育てに悩んだら。 子育てに悩む親がいたら。

いち　　はや　　 く

お住いの地域の児童相談所につながります。
※一部のＩＰ電話からはつながりません。　※通話料がかかります。

あなたの１本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐにお電話ください。189児童相談所

全国共通
３桁ダイヤル

■児童虐待とは？

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さ
ぶる、やけどを負わせる、溺れさせる　など

家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不
潔にする、自動車の中に放置する、重い病気
になっても病院に連れて行かない　など

身体的虐待

ネグレクト

言葉による脅し、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴
力をふるう（DV）　など

心理的虐待

女性に対する暴力をなくす運動 11月 12日（金）～25日（木）

今年度のテーマは「性暴力を、なくそう」

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、セクハラ、ストーカー行為など女性に対する暴力は、

女性の人権を著しく侵害するものであり、決して許される行為ではありません。

　「これってDVかな？」「暴力を振るわれている」「今すぐパートナーから逃げたいけどどうしたらい

いの？」「自分だけでなく子どもたちのことも心配」など、不安を感じたら、ひとりで悩まず相談して

ください。

●沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センター　☎＃8891　または☎975 - 0 1 6 6　

　24時間 365日

●沖縄県配偶者暴力相談支援センター（女性相談所）　☎854 - 1 1 7 2　

　月曜日～金曜日　８：30～ 17：15　／　土・日・祝日　８：30～ 16：30

●性犯罪被害者相談電話　☎＃8103

●警察安全相談　☎＃9110　または☎863 - 9 1 1 0　24時間受付

●DV相談ナビ　☎＃8008

●DV相談プラス　☎0120 - 2 7 9 - 8 8 9　24時間受付

相談窓口

男性のための相談窓口 ～ひとりで悩んでいませんか？～

　男性が抱える家庭や職場での人間関係、
生き方、心や身体の悩みなどを男性職員が
電話でお聴きします。秘密は厳守しますの
で、ひとりで悩まず、お気軽にお電話くだ
さい。

☎８６８－４０１１
相談時間 10：00～ 16：00（日曜日・月曜日）
面談方法 電話相談のみ

「過労死等」とは、業務における過重な負荷による脳・心臓疾患や業務における強い心理的負荷によ
る精神障害を原因とする死亡やこれらの疾患のことです。国民一人ひとりが自身にも関わることとし
て過労死とその防止に対する理解を深めて「過労死ゼロ」の社会を実現しましょう。

詳しい情報や相談窓口はこちら

週の労働時間が 60時間を超えていませんか？ 仕事上の不安や悩みを抱えていませんか？

年次有給休暇の取得はきちんとできていますか？ 勤務間インターバル制度をご存じですか？

厚労省　過労死防止

11月は「過労死等防止啓発月間」です！

子どもへの性的行為、性的行為を見せる、
ポルノグラフィの被写体にする　など

性的虐待
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